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は じ め に

モバイル・インターネットの普及に伴い，駅やショッ

プなどリアルな場所に関係したインターネット・コン

テンツ 以下，「実空間コンテンツ」 が増加している．

実空間コンテンツを活用すれば，馴染みのない土地で

あっても，無駄な移動を避け効率的な行動をプランニ

ングできるようになる ．例えば，進行方向の先にあ

る駅の時刻表と，その手前にあるカフェのメニューと

をその場で参照できれば，駅での待ち時間分，カフェ

で休息し軽食を取ろう，といった判断が可能となる．

実空間コンテンツをうまく活用するには，モバイル

ユーザが，コンテンツに対応する実空間中の位置を速

やかに把握できる必要がある．そのためのツールとし

て， 地図インタフェースが利用される場合が多

い．ただし，地図中の位置と実空間中の位置との対応

付けは必ずしも容易ではなく，言語による案内に比べ

エラーが多いことが指摘されている ．また， は

屋内やビル街では利用できないという制約がある．こ

のような背景を踏まえ，本稿では，屋内でも利用でき，

かつ簡単に実空間コンテンツの位置を把握できる低コ

ストな手法 を提案する．
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実空間コンテンツ
検索インタフェース床面標識

床面標識のデザイン

検索

  2341

矢印の順番に数字を
入力してください．

図 システムの利用

は，実空間の床面に設置した床面標

識を用いて，実空間コンテンツの存在方向を指示する

システムである 図 ．床面標識には，位置 とな

る数字列を環状に配置する．この数字列を携帯端末に

入力することで，視線方向にある実空間コンテンツの

情報が検索される．

検索インタフェースでは，ユーザから見て 時の

方向から時計回りに数字を入力する．この工夫により，

ユーザ視線方向が検出できるようになっている 図 ．

検索結果画面には，視線方向にある実空間コンテンツ

の情報がユーザ位置から近い順にリスト提示される
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図 入力された数字列からの視線方向の検出

視線方向にある
コンテンツ情報を
距離が近い順に

リスト提示

検索結果画面

時空間コンテンツ

床面標識の数字と前後左右による方向表示

近い

遠い

実空間コンテンツへ
のリンク

図 実空間コンテンツの検索結果の提示

図 ．また，床面標識上の数字も方向を指示する情

報として活用する．例えば，予め任意の実空間コンテ

ンツを指定しておくと，対応する場所（目的地 の存

在方向が，床面標識の数字により指示される．このよ

うに， は，床面標識と連携したシンプ

ルかつ直接的な方法で，実空間コンテンツの存在方向

を伝達できる．

システムの実装

つの異なる数字 ～ を並べて位置 を構成し，

４方向を特定するプロトタイプシステムを実装した．

なお， 数字からなる でも， 地点が識別でき

るので，展示会場や，ショッピングモール，地下街な

ど局所エリアでの案内は十分実現できる．汎用性を重

視し，端末側ユーザインタフェースは，

を用いて構成した．それゆえ，本システムは，ブラウ

ザを有する全ての携帯電話で利用可能である．また，

携帯電話回線速度を考慮し，検索結果は図 に示すよ

うなテキストベースの画面とした．さらに，検索時に

視線方向以外のテキスト情報も取得し，検索後は，標

識に示される数字のキーを１回押すのみで，他方向の

情報を即座に参照できる仕様とした．

試行実験と考察

年 月 日 日に東京丸の内で開催された

展示イベント

の一環として丸ビル周辺に床面標識を計 箇所設置し

試行実験を実施した．時空間コンテンツとして，建築

物の過去画像アーカイブ ，多言語の周辺観光情報コ

ンテンツ，温度湿度などの周囲局所環境データ を登

録し提供した．

のユーザビリティについて初歩的な

評価を行うため，展示ブース来場者に対してアンケー

トを実施した 回答者 名 ．使い方のわかりやすさ

については， が わかりやすい ， が 比較的

わかりやすい と回答し，操作については， が

簡単 ， が 比較的簡単 と回答した．さらに，利

用意向については から 利用してみたい との回

答が得られた．アンケート結果から，

は，幅広いユーザにとって，容易に利用でき，かつ，

利用価値の認められるツールだと考えられる．なお，

操作は簡単としながらも，数字入力の手間を省き迅速

に検索結果を得たいというコメントも多かった．一方，

検索結果の提示方法については，特にネガティブなコ

メントはなかった．地図を用いる場合， 地図視聴

→ 認知地図の構成→ 対象存在方向の把握，と

いう認知プロセスが必要となる．一方

では，認知地図の構成が不要で，即座に対象存在方向

を把握できることが利点だと言える．

ま と め

既存携帯電話をサポートする簡易実空間コンテンツ

案内システム を提案した．今後の課

題として，位置検出センサとの連携による検索時の数

字入力操作の軽減，より詳細な位置方向伝達のための

ユーザインタフェースの改良などが挙げられる．

謝辞 試行実験の実施に多大なご協力をいただいた

慶応大学 小檜山賢二教授並びに 関係者各

位， 研小川克彦所長，小林稔氏，井原雅行氏

に感謝致します．
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